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日
本
に
お
け
る
『
大
明
釈
教
彙
目
義
門
』
の
流
伝
と
出
版

會
谷　

佳
光

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　
『
大
明
釈
教
彙
目
義
門
』（
以
下
略
「『
義
門
』」）
は
、
明
の
万
暦
年
間
に
活
躍
し
た
釈
寂
暁
の
編
ん
だ
仏
典
解
題
目
録
で
あ
り
、
当
時
閉
塞
状

況
に
あ
っ
た
仏
典
分
類
法
に
対
し
て
、
天
台
五
時
教（
１
）判に
基
づ
く
新
分
類
法
を
導
入
し
た
画
期
的
な
目
録
で
あ
っ
た
。
寂
暁
は
『
義
門
』
を
よ
り

有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、『
大
明
釈
教
彙
門
目
録
』（
以
下
略
「『
彙
門
目
録
』」）
と
『
大
明
釈
教
彙
門
標
目
』（
以
下
略
「『
標
目
』」）
を
編

ん
だ
。『
彙
門
目
録
』
は
、『
義
門
』
の
著
録
書
籍
に
、
明
代
の
官
版
大
蔵
経
で
あ
る
南
蔵
と
北
蔵
の
千
字
文
（
大
蔵
経
の
整
理
番
号
）
を
附
記
し

た
、
い
わ
ば
『
義
門
』
の
南
北
両
蔵
対
照
書
名
目
録
に
相
当
す
る
も
の
で
、『
標
目
』
は
、『
義
門
』
の
解
題
を
簡
略
化
し
た
、
い
わ
ば
『
義
門
』

の
簡
明
目
録
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
書
に
は
成
書
後
ま
も
な
く
開
版
さ
れ
た
万
暦
版
（
万
暦
四
十
七
年
跋
刊（
２
）本）
が
あ
り
、
や
が
て

日
本
に
も
伝
入
さ
れ
、
元
禄
年
間
に
は
和
刻
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
日
本
に
お
け
る
三
書
の
流
伝
状
況
と
、
和
刻
本
出
版
の
経
緯
・

内
容
構
成
上
の
特
徴
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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二　

江
戸
期

　

１　

流
伝―

『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
著
録
本

　
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
は
、
江
戸
時
代
の
華
厳
宗
の
学
僧
鳳
潭
（
一
六
五
七
～
一
七
三
八
）
が
編
ん
だ
、
大
蔵
経
未
入
蔵
仏
典
の
目
録
で
あ

る
。
鳳
潭
は
字
で
、
諱
は
僧
濬
、
号
幻
虎
道
人
・
華
嶺
道
人
。
難
波
の
郷
士
喜
多
藤
左
衛
門
の
第
三
子
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
河
内
法
雲

寺
で
出
家
し
、
の
ち
黄
檗
版
大
蔵
経
の
開
版
者
鉄
眼
道
光
に
師
事
し
た
。
延
宝
八
年
、
鉄
眼
に
嘱
さ
れ
て
華
厳
宗
復
興
を
志
し
、
師
亡
き
後
は
、

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
よ
り
八
年
間
、
南
都
に
留
学
、
奈
良
や
京
都
の
古
寺
を
訪
ね
て
日
本
に
伝
わ
る
中
国
失
伝
の
仏
典
を
捜
索
し
た
。
享
保

八
年
（
一
七
二
三
）、
山
城
松
尾
に
大
華
厳
寺
を
建
立
し
て
、
法
蔵
を
正
統
と
す
る
学
説
を
講
義
し
、
華
厳
宗
典
の
刊
行
に
尽
力
す
る
一
方
、
各

宗
の
教
義
を
激
し
く
論
難
し
た
。
著
に
『
起
信
論
義
記
幻
虎
録
』
五
巻
等
が
あ（
３
）る。

　
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
は
、
そ
の
複
製
本
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵
経
書
院
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い（
４
）る。
蔵
経
書

院
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
京
都
の
蔵
経
書
院
が
明
治
三
十
八
年
か
ら
大
正
元
年
に
か
け
て
『
大
日
本
続
蔵
経
』（
以
下
「
卍
続
蔵
」）
を
刊
行
す

る
た
め
に
収
集
し
た
書
籍
群
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
後
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
は
、
卍
続
蔵
刊

行
事
業
が
中
絶
し
た
た
め
、
卍
続
蔵
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
ち
、
書
名
を
「
扶
桑
蔵

外
現
存
目
録
」
に
作
る
写
本
が
龍
谷
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ
が
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
鳳
潭
の
目
録
は

一
般
に
は
「
扶
桑
蔵
外
現
存
目
録
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
入
手
し

た
複
製
を
見
る
と
、
龍
谷
大
学
所
蔵
本
で
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
蔵
経
書
院
本
で
は
文
字
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
等
、

蔵
経
書
院
本
の
方
が
よ
り
鳳
潭
の
原
書
に
近
い
状
態
を
保
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
巻
尾
に
は
と
も
に
「
宝
永
五
〈
戊
子
〉
八
月
吉
旦
於
于
摂

津
生
玉
栽
枩
庵
而
写
之
／
武
陵
隅
川
僧
源
英
泉
書
」
の
識
語
が
あ（
５
）る。「
生
玉
」
は
江
戸
時
代
に
今
の
大
阪
天
王
寺
区
に
設
け
ら
れ
た
寺
町
の
一
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つ
。「
栽
枩
庵
」
は
未
詳
。「
武
陵
」
は
江
戸
、「
隅
川
」
は
隅
田
川
の
こ（
６
）と。「
僧
源
英
泉
」
は
、
禅
戒
論
『
尸
羅
敲
髄
章
』
を
著
し
た
福
寿
禅

院
住
持
甘
露
英
泉
の
こ
と
で
あ
ろ（
７
）う。
つ
ま
り
両
写
本
と
も
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
福
寿
禅
院
住
持
甘
露
英
泉
が
大
阪
の
寺
町
生
玉
の
栽

枩
庵
で
書
き
写
し
た
も
の
に
由
来
す
る
の
で
あ（
８
）る。
こ
の
識
語
の
存
在
に
加
え
て
、
鳳
潭
の
著
述
活
動
は
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
『
法
華
文

句
会
抄
』
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
か（
９
）ら、
本
目
の
成
書
時
期
は
元
禄
八
年
か
ら
宝
永
五
年
ま
で
の
約
十
年
間
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
巻
数
は
不
分

巻
、
題
簽
題
は
手
書
き
で
「
扶
桑
続
入
総
目
録
〈
鳳
潭
輯
〉
全
」
と
あ
り
、
扉
葉
に
は
「
扶
桑
続
入
総
目
」
と
あ
る
。

　

目
録
本
文
の
著
録
事
項
は
、
現
存
版
本
・
書
名
・
巻
数
・
編
著
者
名
の
四
項
目
か
ら
な
る
。
現
存
版
本
に
は
「
刊
」・「
肆
刊
」・「
都
南
」・「
南

京
刊
」・「
栂
尾
」・「
興
聖
」・「
朝
鮮
蔵
」・「
海
東
」・「
画
一
」・「
画
刊
」・「
黄
檗
刊
」・「
現
存
」・「
稽
古
」・「
統
紀
」
等
が
あ
り
、「
肆
刊
」・

「
画
一
」
の
類
が
多
数
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
「
栂
尾
」
は
栂
尾
高
山
寺
の
所
蔵
本
、「
興
聖
」
は
宇
治
又
は
堀
川
の
興
聖
寺
の
所
蔵
本
を
指
す
と

見
ら
れ
、「
統
紀
」・「
稽
古
」
は
仏
教
史
書
、
宋
・
釈
志
磐
『
仏
祖
統
紀
』、
元
・
釈
覚
岸
『
釈
氏
稽
古
略
』
を
指
し
、
両
書
中
で
見
つ
け
た
仏
典

を
著
録
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。「
稽
古
／
肆
行
」・「
統
紀
／
肆
行
」
の
よ
う
に
割
注
し
て
あ
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
後
に
刊
本
を
見
つ
け
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
「
栂
尾
」・「
興
聖
」・「
統
紀
」・「
稽
古
」
は
、
鳳
潭
が
現
物
を
所
蔵
し
て
い
た
と
は
み
な
し
が
た
い
。
つ
ま
り
『
扶
桑
続

入
総
目
録
』
は
特
定
の
人
物
・
寺
院
の
蔵
書
目
録
で
は
な
く
、
鳳
潭
が
見
聞
き
し
た
蔵
外
仏
典
を
彙
編
し
た
知
見
目
録
の
類
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。

　

さ
て
、『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
に
は
、
寂
暁
の
著
作
と
し
て
「
画
一　

法
蔵
司
南
〈
四
十
一
巻
〉　

寂
暁
」
が
著
録
さ
れ
（
（（
（
る
。
現
存
版
本
を
示
す

「
画
一
」
は
、
嘉
興
版
大
蔵
経
（
以
下
「
嘉
興
蔵
」）
版
の
こ
と
を
指
し
て
い
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
嘉
興
蔵
に
は
現
在
そ
の
総
目
録
と
し
て

『
蔵
版
経
直
画
一
目
録
』（『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
二
巻
所
収
）
が
伝
わ
る
。
こ
の
『
蔵
版
経
直
画
一
目
録
』
は
、
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）、
出

版
経
費
の
高
騰
に
対
処
す
る
た
め
、
蔵
経
の
頒
価
を
改
定
し
て
、
画
一
の
価
格
を
定
め
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
（
（（
（
る
。
近
代
以
前
の
大
蔵
経

で
は
そ
の
刊
行
者
み
ず
か
ら
「
某
某
大
蔵
経
」
と
命
名
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
か
ら
、
他
の
大
蔵
経
と
区
別
す
る
必
要
上
、
鳳
潭
は
こ
の
目
録
に

因
ん
で
、
嘉
興
蔵
を
「
画
一
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
法
蔵
司
南
」
の
語
は
、
万
暦
版
『
義
門
』・『
彙
門
目
録
』
の
版
心
上
部
に
刻
さ
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れ
る
も
の
で
あ
り
、
崇
禎
版
『
嘉
興
県
志
』
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
『
義
門
』
及
び
『
彙
門
目
録
』
の
別
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た（
（（
（

。

『
義
門
』
は
四
十
一
巻
、『
彙
門
目
録
』
は
四
巻
だ
か
ら
、『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
著
録
本
は
嘉
興
蔵
版
の
『
義
門
』
四
十
一
巻
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
当
の
『
蔵
版
経
直
画
一
目
録
』
に
は
『
義
門
』・『
法
蔵
司
南
』
と
も
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
他
の
諸

資
料
を
調
べ
て
も
『
義
門
』
が
嘉
興
蔵
に
入
蔵
さ
れ
た
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
鳳
潭
が
『
蔵
版
経
直
画
一
目
録
』
等
を
見
て
『
法
蔵

司
南
』
を
嘉
興
蔵
版
だ
と
判
断
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
述
べ
る
諸
点
か
ら
、
鳳
潭
が
見
た
の
は
万
暦
版
『
義
門
』
そ
の

も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
『
義
門
』
の
著
者
寂
暁
は
、
蘇
州
に
生
ま
れ
た
が
、
父
に
随
っ
て
嘉
興
府
に
移
り
、
出
家
し
た
後
も
同
地
に
住
し
、『
義
門
』
の
執

筆
も
当
時
開
版
中
だ
っ
た
嘉
興
蔵
を
意
識
し
つ
つ
行
わ
れ
（
（（
（
た
。
ま
た
万
暦
版
『
義
門
』
は
嘉
興
県
の
周
従
竜
が
一
族
・
知
己
の
協
力
を
得
て
出
版

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
万
暦
版
『
義
門
』
の
執
筆
・
出
版
が
嘉
興
蔵
開
版
の
お
膝
元
で
行
わ
れ
た
た
め
か
、
そ
の
版
式
は
嘉
興
蔵
に
酷

似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
鳳
潭
は
万
暦
版
『
義
門
』
を
嘉
興
蔵
版
と
見
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
版
式
を
見
て
誤
認
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
鳳
潭
が

万
暦
版
『
義
門
』
そ
の
も
の
を
見
て
著
録
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
よ
っ
て
万
暦
版
『
義
門
』
四
十
一
巻
は
、
遅
く
と
も
宝
永
五
年―

万
暦
版
出

版
の
約
九
十
年
後―

に
は
日
本
に
伝
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

２　

出
版―

元
禄
版

　

万
暦
版
に
次
ぐ
出
版
は
、
ま
ず
日
本
で
行
わ
れ
た
。『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
七
巻
は
、『
標
目
』
の
版
本
と
し
て
、
大
谷
大
学
・
京
都
大
学
所

蔵
の
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊
本
を
挙
げ
る
。
大
谷
大
学
所
蔵
本
（
（（
（

は
、
同
大
学
図
書
館
に
よ
れ
ば
、
現
在
所
在
不
明
と
の
こ
と
だ
が
、
京
都

大
学
所
蔵
本
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
複
写
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

大
明
釈
教
彙
門
標
目
四
巻　

明
釈
寂
暁
撰　

元
禄
十
四
年
佐
野
彦
三
郎
刊
本　

一
帙
二
冊　

請
求
記
号
「
蔵
経
本
／
21
／
タ
13
」
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双
辺
寸
法
不
明　

無
界
十
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行　

無
魚
尾
上
白
口
下
小
黒
口　

送
返
点

首
「
刻
釈
教
彙
門
標
目
叙
／　

…
時
／
元
禄
辛
巳
春
正
月
五
日
／
天
台
東
渓
亮
潤
識
於
真
／
休
之
円
覚
室
中
／
「
亮
潤
／
之
印
」「
一
字

／
真
詣
」「
太
／
僧
／
都
」」

次
「
大
明
釈
教
彙
門
標
目
巻
第
一
／
東
呉
沙
門
釈
寂
暁
撰
」　

以
下
至
巻
第
四

版
心
題
「
大
明
釈
教
彙
門
標
目
」
又
版
心
上
部
に
「
支
那
／
撰
述
」
と
あ
り　

刊
記
「
元
禄
十
四
〈
辛
／
巳
〉
年
孟
春
吉
辰
／
書
肆　

佐

野
彦
三
郎
版
（
（（
（
行
」(
木
記
、
巻
第
四
第
二
十
丁
裏)　

封
面
題
「
大
明
釈
教
／
彙
門
標
目
」
又
「
校
正
無
差
」「
貞
節
軒
蔵
版
」
と
あ
り　

印
記
「
覚
常
院
蔵
本
」

元
禄
十
四
年
と
い
え
ば
、
万
暦
版
の
出
版
を
去
る
こ
と
八
十
余
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
前
節
で
述
べ
た
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
の
撰
述
と
大
体
同

時
期
で
あ
る
。
こ
の
元
禄
版
『
標
目
』
が
、
現
在
伝
わ
る
『
義
門
』
等
三
書
唯
一
の
和
刻
本
で
あ
る
。
な
お
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
請
求

記
号
が
「
蔵
経
本
／
21
／
タ
13
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔵
経
書
院
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
版
と
思
わ

れ
る
版
本
が
京
都
の
獅
谷
法
然
院
に
所
蔵
さ
れ
（
（（
（
る
。

　

次
に
、
草
書
体
で
刻
さ
れ
た
亮
潤
叙
の
釈
文
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
釈
文
・
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。

刻
釈
教
彙
門
標
目
叙

夫
大
蔵
経
録
之
作
也
、
蓋
所
以
揀
其
偽
似
、
定
其
真
正
、
為
其
銓
次
、
分
其
部
類
、
勘
伝
訳
之
重
単
、
記
巻
函
之
多
少
也
。
有
便
於
覧

閲
、
其
功
可
謂
渥
矣
。
然
秦
魏
以
来
、
歴
朝
諸
録
、
並
致
精
於
真
偽
之
弁
巻
訳
之
勘
、
而
至
銓
次
分
類
、
則
皆
不
深
致
意
焉
。
故
不
過
随

訳
年
編
次
、
約
重
単
分
類
、
則
頓
漸
相
紛
、
大
小
一
混
。
覧
閲
之
際
、
人
多
病
焉
。
迨
于
明
霊
峰
大
師
撰
閲
蔵
知
津
、
其
銓
次
分
類
、
一

拠
天
台
五
時
。
於
是
第
録
合
仏
説
時
、
部
門
尽
其
義
類
、
深
有
裨
乎
閲
経
者
焉
。
但
以
抄
経
稍
詳
、
巻
帙
浩
繁
、
本
邦
書
林
艱
于
梓
行
。

余
頃
於
本
山
古
蔵
、
会
得
経
録
四
巻
、
題
曰
釈
教
彙
門
標
目
者
。
而
読
之
、
則
明
東
呉
寂
暁
法
師
所
作
、
而
亦
拠
天
台
五
時
者
也
。
其
銓

次
分
類
、
則
与
知
津
並
美
、
而
巧
標
経
意
、
巻
少
旨
周
、
簡
約
精
緻
、
則
非
知
津
之
比
也
。
嗚
呼
、
此
録
流
通
、
則
閲
蔵
者
、
豈
翅
望
洋
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而
知
津
涯
、
抑
亦
染
指
而
知
鼎
味
者
矣
。
仍
述
鄙
言
為
之
叙
引
、
非
敢
廁
名
於
其
間
。
聊
識
之
■
月
云
。　

時
元
禄
辛
巳
春
正
月
五
日
天

台
東
渓
亮
潤
識
於
真
休
之
円
覚
室
中
。

　

元
禄
版
の
出
版
経
緯
は
、
こ
の
亮
潤
叙
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
亮
潤
そ
の
人
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

　

亮
潤
（
り
ょ
う
に
ん
、
一
六
六
八
～
一
七
五
〇
）、
江
戸
中
期
の
天
台
宗
の
学
僧
。
諱
亮
潤
、
字
真
詣
・
大
雲
・
豪
雲
、
号
東
渓
・
一
雨
堂
。

十
三
歳
の
と
き
日
光
山
で
得
度
し
、
医
王
院
亮
観
に
師
事
し
、
元
禄
元
年
、
比
叡
山
に
上
り
、
三
年
、
延
暦
寺
西
塔
東
谷
の
西
楽
院
第
七
世
と
な

り
、
十
年
、
大
僧
都
に
任
じ
ら
れ
る
。
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）、
江
戸
東
叡
山
寛
永
寺
の
子
院
常
照
院
に
移
り
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）、

比
叡
山
正
覚
院
へ
転
住
し
、
翌
年
大
僧
正
と
な
っ
た
。
著
に
『
観
音
玄
義
記
顕
宗
解
』
二
巻
等
が
あ
（
（（
（
る
。
叙
を
識
し
た
と
あ
る
「
真
休
之
円
覚

室
」
は
未
詳
。

　

元
禄
版
出
版
の
発
端
は
、
叙
に
「
余
頃
ろ
本
山
の
古
蔵
に
於
い
て
、
た
ま
た
ま
経
録
四
巻
、
題
し
て
釈
教
彙
門
標
目
と
曰
う
者
を
得
た
り
。
而

し
て
之
を
読
め
ば
、
則
ち
明
の
東
呉
寂
暁
法
師
の
作
る
所
に
し
て
、
亦
た
天
台
五
時
に
拠
る
者
な
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
亮
潤
が
「
本
山
」
の

古
蔵
で
『
標
目
』
四
巻
を
発
見
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
叙
文
の
撰
述
当
時
、
亮
潤
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
西
楽
院
に
住
し
て
い
た
か
ら
、
こ
こ
で
い

う
「
本
山
」
と
は
比
叡
山
を
指
す
と
見
て
よ
（
（（
（
い
。

　

亮
潤
は
叙
の
撰
者
に
し
て
『
標
目
』
の
発
見
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
出
版
の
発
起
人
で
も
あ
る
。
出
版
の
動
機
は
、
ま
ず
第
一
に
従
来
の

仏
教
経
典
目
録
、
所
謂
経
録
の
分
類
法
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。
叙
に
「
秦
魏
以
来
、
歴
朝
諸
録
、
並
び
に
精
を
真
偽
の
弁
・
巻
訳
の
勘
に
致
す

も
、
銓
次
分
類
に
至
り
て
は
、
則
ち
皆
深
く
は
意
を
致
さ
ず
。
故
に
訳
年
に
随
い
て
編
次
し
、
重
単
を
約
し
て
分
類
す
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
則
ち

頓
漸
相
紛
じ
、
大
小
一
混
す
。
覧
閲
の
際
、
人
病
め
る
こ
と
多
し
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
亮
潤
は
真
偽
の
鑑
別
、
巻
数
・
訳
者
名
の
校
勘
に
ば
か

り
専
心
し
、
分
類
編
次
に
意
を
致
さ
な
い
従
来
の
分
類
法
に
つ
ね
づ
ね
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、「
明
の
霊
峰
大
師
の
閲
蔵
知
津
を
撰

す
る
に
迨
ん
で
、
其
の
銓
次
分
類
、
一
ら
天
台
五
時
に
拠
る
。
是
に
於
い
て
第
録
は
仏
説
時
に
合
し
、
部
門
は
其
の
義
類
を
尽
く
し
、
深
く
閲
経

に
裨
う
者
有
り
。
但
だ
抄
経
稍
だ
詳
ら
か
に
し
て
、
巻
帙
浩
繁
な
る
を
以
て
、
本
邦
書
林
梓
行
に
艱
ず
。」
と
あ
る
よ
う
に
、『
閲
蔵
知
津
』（
順
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治
十
一
年
（
一
六
五
四
）
成
書
、
康
熙
三
年
（
一
六
六
四
）
刊
）
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
天
台
五
時
教
判
を
採
用
し
た
分
類
法
が
釈
迦
説
法
の

次
第
に
違
背
し
な
い
点
を
大
い
に
喜
ん
だ
が
、
解
題
に
経
典
本
文
の
引
用
が
多
く
、
巻
数
が
四
十
四
巻
に
も
及
ぶ
た
め
、
日
本
の
書
肆
は
出
版
に

踏
み
切
れ
ず
に
い
た
。
出
版
・
流
通
の
た
め
に
も
、
よ
り
簡
便
な
目
録
の
必
要
性
を
感
じ
た
亮
潤
は
、
東
叡
山
の
古
蔵
で
偶
然
『
標
目
』
四
巻
を

発
見
し
た
の
で
あ
る
。
亮
潤
を
さ
ら
に
喜
ば
せ
た
の
は
、
叙
に
「
其
の
銓
次
分
類
は
、
則
ち
知
津
と
並
び
に
美
な
る
も
、
巧
み
に
経
意
を
標
し
、

巻
少
く
旨
周
く
、
簡
約
精
緻
な
る
は
、
則
ち
知
津
の
比
に
非
ざ
る
な
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、『
標
目
』
が
『
知
津
』
と
同
じ
く
天
台
五
時
教
判
に

よ
っ
て
分
類
編
次
さ
れ
て
い
た
上
に
、
そ
の
解
題
が
『
知
津
』
よ
り
は
る
か
に
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
嗚
呼
、

此
の
録
流
通
せ
ば
、
則
ち
閲
蔵
者
、
豈
に
翅
だ
に
望
洋
と
し
て
津
涯
を
知
る
の
み
な
ら
ん
や
、
抑
も
亦
た
指
を
染
め
て
鼎
味
を
知
る
者
な
り
。」

と
、
そ
の
効
用
を
謳
い
、『
標
目
』
の
出
版
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

亮
潤
の
意
を
受
け
て
出
版
に
当
た
っ
た
の
は
、
巻
第
四
末
丁
裏
の
木
記
に
見
え
る
書
肆
佐
野
彦
三
郎
で
あ
る
。
佐
野
彦
三
郎
は
、
元
禄
五
年
に

『
世
話
字
節
用
集
』、
六
年
に
『
小
篆
増
字
和
玉
篇
綱
目
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
世
話
字
節
用
集
』
巻
末
の
刊
記
に
は
「
洛

陽
／
書
林
貞
節
軒
佐
野
彦
三
郎
梓
」
と
あ
る
か
ら
、
元
禄
年
間
に
京
都
で
活
動
し
た
書
肆
で
、『
標
目
』
の
封
面
に
見
え
る
「
貞
節
軒
」
は
そ
の

屋
号
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

３　

元
禄
版
の
底
本
と
特
徴

　

と
こ
ろ
で
亮
潤
は
寂
暁
が
何
の
目
的
で
『
標
目
』
を
編
ん
だ
の
か
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
何
故
か
と
い
う
と
、『
標
目
』
の
撰
述
動
機

に
つ
い
て
、
万
暦
版
『
標
目
』
巻
首
の
万
暦
四
十
六
年
十
一
月
鄒
（
（（
（
潾
「
大
明
釈
教
彙
門
標
目
序
」
で
は
、『
義
門
』
の
巻
数
の
多
さ
に
言
及
し

て
、

解
者
、
固
よ
り
約
に
即
き
て
以
て
該
博
た
る
べ
く
ん
ば
、
彼
の
愚
者
猶
お
然
り
。
簡
の
煩
為
る
を
見
れ
ば
、
巻
を
執
り
て
泛
海
の
咨
を
興
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し
、
函
を
投
じ
て
面
墻
の
歎
を
起
こ
す
。
師
、
実
に
憫
う
れ
ば
、
焉
ん
ぞ
能
く
慮
無
か
ら
ん
や
。
是
に
お
い
て
更
に
撮
略
を
為
し
、
仍
お

科
分
を
用
い
、
撰
し
て
四
巻
と
成
し
、
題
し
て
標
目
と
曰
（
（（
（
う
。

と
述
べ
、
万
暦
版
三
書
出
版
の
総
括
を
な
し
た
万
暦
四
十
七
年
五
月
周
天
軸
「
仏
法
義
門
標
目
跋
」
で
は
、

今
華
厳
阿
含
五
時
を
按
じ
て
経
目
を
彙
編
し
、
即
ち
題
下
に
お
い
て
綱
宗
を
提
挈
し
、
彙
目
義
門
四
十
一
巻
を
撰
す
。
目
既
に
彙
す
れ
ど

も
、
集
む
る
所
の
某
経
某
論
、
南
蔵
、
某
字
函
に
属
し
、
北
蔵
、
某
字
函
に
属
す
る
は
、
若
し
顕
標
明
註
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
披
文
者
孰
か

詮
次
し
て
以
て
帰
を
知
ら
ん
や
。
故
に
彙
門
目
録
四
巻
を
刻
す
。
然
る
に
頃
代
転
読
多
く
広
文
に
陥
し
、
而
し
て
伝
訳
単
重
部
分
摂
属
す

れ
ば
、
学
者
猶
お
未
だ
徧
く
観
て
尽
く
識
る
能
わ
ざ
る
を
恐
る
る
な
り
。
復
た
嗣
い
で
彙
門
標
目
四
巻
を
刻
（
（（
（
す
。

と
述
べ
、
寂
暁
は
『
義
門
』
が
四
十
一
巻
も
あ
る
た
め
読
者
に
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
、『
義
門
』
の
解
題
を
摘
録
し
て
『
標
目
』
を
編

纂
し
た
の
で
あ
っ
て
、『
標
目
』
は
い
わ
ば
『
義
門
』
の
簡
明
目
録
に
当
た
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
元
禄
版
に

は
こ
れ
ら
の
序
跋
が
と
も
に
な
く
、
亮
潤
も
叙
の
中
で
、『
標
目
』
の
撰
述
動
機
は
お
ろ
か
、『
義
門
』
等
三
書
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
す
ら
言
及

し
て
い
な
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
亮
潤
は
『
標
目
』
を
発
見
し
た
と
き
、『
知
津
』
の
浩
繁
さ
と
引
き
比
べ
、
そ
の
簡
約
さ
に
感
嘆
し
た
。
し
か
し
『
標
目
』

は
初
め
か
ら
『
義
門
』
の
簡
明
目
録
と
し
て
編
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
至
極
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
本
当
に
感
嘆
す
べ
き
点
は
『
義

門
』
に
対
す
る
簡
約
さ
の
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
亮
潤
は
『
知
津
』
の
名
の
み
挙
げ
て
、『
義
門
』
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

亮
潤
が
古
蔵
で
発
見
し
た
『
標
目
』
に
は
も
と
も
と
鄒
潾
序
・
周
天
軸
跋
が
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
『
義
門
』
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
亮
潤
が
古
蔵
で
発
見
し
た
の
は
、『
標
目
』
の
本
文
だ
け
し
か
な
い
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

元
禄
十
四
年
刊
『
標
目
』
の
底
本
が
本
文
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
と
す
る
と
、
果
た
し
て
そ
の
底
本
は
万
暦
版
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が

生
じ
て
こ
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
万
暦
版
と
元
禄
版
の
本
文
を
比
較
分
析
し
て
み
た
い
。
ま
ず
版
式
の
点
か
ら

い
う
と
、
万
暦
版
は
十
行
二
十
一
字
な
の
に
対
し
、
元
禄
版
は
十
行
二
十
字
で
あ
る
。
十
行
二
十
字
と
い
う
版
式
は
、
嘉
興
蔵
に
採
用
さ
れ
た
版
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式
で
あ
り
、
黄
檗
宗
の
鉄
眼
道
光
が
嘉
興
蔵
を
底
本
と
し
て
黄
檗
版
大
蔵
経
を
刊
行
し
て
以
降
、
そ
の
読
み
や
す
さ
や
、
刻
工
の
工
賃
の
計
算
し

や
す
さ
等
の
理
由
で
、
元
禄
年
間
以
降
の
出
版
文
化
隆
盛
の
基
盤
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
（
（（
（
る
。
つ
ま
り
元
禄
版
は
、
万
暦
版
で
は
な
く
、
当
時
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
黄
檗
版
大
蔵
経
の
版
式
に
従
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
元
禄
版
の
底
本
の
版
式
も
十
行
二
十
字
だ

っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
版
式
で
は
な
く
、
内
容
構
成
の
相
違
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
挙
げ
る
【
万
暦
版
『
彙
門
目
録
』・『
標
目
』
及
び
元
禄
版
『
標
目
』
内
容
構
成
対
照
表
】
は
、
万
暦
版
・
元
禄
版
両
本
と
、
万
暦
版
『
彙

門
目
録
』
の
内
容
構
成
の
違
い
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
元
禄
版
の
著
録
書
籍
は
、
万
暦
版
『
標
目
』
に

比
べ
、
合
計
百
五
十
四
部
も
少
な
く
、
全
体
の
約
八
・
五
％
減
で
あ
る
。
ま
た
部
数
だ
け
で
な
く
、
万
暦
版
と
元
禄
版
に
は
著
録
内
容
の
面
で
も

顕
著
な
相
違
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
元
禄
版
で
は
ほ
と
ん
ど
全
て
の
著
録
書
籍
の
上
に
、
万
暦
版
に
は
見
ら
れ
な
い
「
北
某
南
某
」
式
の
小
字
双

行
注
が
あ
っ
て
、
元
禄
版
の
著
録
書
籍
が
明
代
の
官
版
大
蔵
経
で
あ
る
南
蔵
と
北
蔵
の
ど
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
、
大
蔵
経
独
特
の
検
索
ツ

ー
ル
で
あ
る
千
字
文
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
万
暦
版
巻
一
華
厳
部
此
方
釈
経
疏
論
集
本
に
著
録
さ
れ
る
「
華
厳
経
指
帰
」

に
つ
い
て
見
る
と
、
元
禄
版
で
は
書
名
の
上
に
「
北
跡
南
青
」
と
の
小
字
双
行
注
が
あ
り
、
こ
の
書
が
北
蔵
で
は
千
字
文
「
跡
」
字
函
に
、
南
蔵

で
は
「
青
」
字
函
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

元
禄
版
に
お
け
る
著
録
部
数
の
減
少
、
及
び
書
名
上
の
注
記
の
追
加
が
、
上
記
の
よ
う
に
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
亮
潤
は
叙
中
で
全
く
言
及
し
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
減
少
・
追
加
が
亮
潤
と
は
別
人
の
手
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た

亮
潤
が
万
暦
版
と
の
違
い
に
気
づ
い
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
万
暦
版
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
亮
潤
は
、
何

の
疑
い
も
抱
か
ず
に
、
最
初
か
ら
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
亮
潤
が
比
叡
山
の
古
蔵
で
発
見
し
た

の
は
、
す
で
に
万
暦
版
と
異
同
の
あ
る
状
態
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
ま
た
現
在
知
り
う
る
限
り
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、『
標
目
』
の

刊
本
は
た
だ
万
暦
版
が
あ
る
だ
け
だ
か
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
写
本
だ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
異
同
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
か
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
書
名
上
の
注
記
の
来
源
と
し
て
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
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れ
る
。
一
つ
は
何
者
か
が
直
接
南
蔵
・
北
蔵
の
千
字
文
を
確
認
し
て
記
し
た
可
能
性
、
も
う
一
つ
は
南
蔵
・
北
蔵
を
対
照
し
た
既
存
の
資
料
に
依

拠
し
た
可
能
性
で
あ
る
。

　

後
者
の
可
能
性
に
関
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
寂
暁
自
身
の
著
作
で
あ
る
『
彙
門
目
録
』
四
巻
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
『
彙
門
目
録
』
は

『
義
門
』
の
南
北
両
蔵
対
照
書
名
目
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
著
録
書
籍
の
上
に
は
「
北
蔵
某
字
南
某
字
」
の
よ
う
に
、
北
蔵
・

南
蔵
の
千
字
文
が
小
字
双
行
で
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
禄
版
に
見
ら
れ
る
注
記
と
酷
似
す
る
。
た
だ
異
な
る
の
は
、
元
禄
版
で
は
「
蔵
」

字
・「
字
」
字
等
を
一
々
記
さ
ず
、
最
少
で
四
字
、
最
大
で
も
八
字
程
度
に
抑
え
、
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
点
や
、
同
一
の
千
字
文
を
持
つ
経
典
が

続
く
場
合
、『
彙
門
目
録
』
で
は
「
北
蔵
某
字
南
某
字
二
経
同
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
元
禄
版
で
は
「
二
経
北
某
南
某
」
の
よ
う
に
、「
二
経
」
を
北

蔵
の
千
字
文
の
上
に
記
す
点
で
あ
る
。

　

ま
た
『
彙
門
目
録
』
と
万
暦
版
『
標
目
』
と
で
、
書
籍
の
著
録
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
数
例
あ
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
を
元
禄
版
で
確
認

す
る
と
、
書
籍
は
『
標
目
』
に
従
っ
て
著
録
し
て
お
き
な
が
ら
、
南
北
両
蔵
の
千
字
文
は
『
彙
門
目
録
』
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
例
え
ば
、
華
厳
部
一
之
二
分
重
訳
経
之
単
重
本
に
著
録
さ
れ
る
「
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経
」「
大
方
広
入
如
来
智
徳
不
思
議
経
」
と
い
う
経

典
は
、『
彙
門
目
録
』
で
は
、

　
　
〈
北
蔵
殷
字
南
遐
字
〉
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経
〈
一
巻
〉

　
　
〈
北
蔵
壹
字
南
邇
字
〉
大
方
広
入
如
来
智
徳
不
思
議
経
〈
一
巻
〉

の
順
序
で
著
録
さ
れ
る
が
、
万
暦
版
『
標
目
』（
千
字
文
な
し
）
で
は
両
書
の
順
番
が
入
れ
替
わ
り
、
さ
ら
に
元
禄
版
で
は
、

　
　
〈
北
殷
南
遐
〉
大
方
広
入
如
来
智
徳
不
思
議
経

　
　
〈
北
壹
南
邇
〉
度
諸
仏
境
界
智
光
厳
経　

二
経
仏
華
厳
入
如
来
徳
智
不
思
議
境
界
経
同
本

と
な
っ
て
い
て
、
南
北
両
蔵
の
千
字
文
は
『
彙
門
目
録
』
の
順
序
の
ま
ま
で
、
書
籍
だ
け
万
暦
版
『
標
目
』
と
同
様
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
実

際
の
南
北
両
蔵
の
千
字
文
は
、『
彙
門
目
録
』
と
一
致
す
る
か
ら
、
元
禄
版
の
千
字
文
は
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
直
接
南
北
両
蔵
に
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あ
た
っ
た
の
で
あ
れ
ば
起
こ
り
え
な
い
誤
り
で
あ
っ
て
、
元
禄
版
の
底
本
を
作
成
し
た
人
物
が
『
彙
門
目
録
』
と
『
標
目
』
の
著
録
順
序
の
異
同

を
見
落
と
し
、『
彙
門
目
録
』
の
千
字
文
を
そ
の
ま
ま
の
順
序
で
書
き
写
し
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
阿
含
部
二
之
二
分
重
訳
経
之
単
重
本
「
起
世
因
本
経
」
に
つ
い
て
見
る
と
、『
彙
門
目
録
』
で
は
千
字
文
を
「
北
蔵
悪
字
南

蔵
同
」
に
作
る
の
に
対
し
、
元
禄
版
で
は
「
北
悪
南
蔵
」
に
作
る
。『
彙
門
目
録
』
で
は
、
南
蔵
の
千
字
文
が
北
蔵
と
同
じ
で
あ
る
場
合
、「
南

蔵
同
」
と
い
う
表
記
が
使
わ
れ
る
が
、
元
禄
版
で
は
通
常
こ
の
「
蔵
」
字
を
省
略
し
て
「
南
同
」
と
記
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
例
で
は
誤
っ
て

「
同
」
字
を
削
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
南
蔵
」、
つ
ま
り
「
南
蔵
の
千
字
文
は
「
蔵
」
字
で
あ
る
」
と
い
う
、
南
蔵
の
実
態

に
そ
ぐ
わ
な
い
注
記
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
状
況
か
ら
考
え
て
、
元
禄
版
に
刻
さ
れ
て
い
る
南
北
両
蔵
の
千
字
文
は
、
元
禄
版
の
底
本
を
作
成
し
た
人
物
が
、
直
接
南
北
両
蔵
に
あ

た
っ
て
調
べ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
既
存
の
両
蔵
対
照
目
録
で
あ
る
『
彙
門
目
録
』
を
参
照
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
元
禄
版
の
底
本
が
書
写
さ
れ
た
当
時
の
日
本
に
、『
彙
門
目
録
』
が
す
で
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

元
禄
版
の
底
本
の
作
成
者
が
『
彙
門
目
録
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
禄
版
に
見
ら
れ
る
著
録
書
籍
の
減
少
の

原
因
も
明
ら
か
と
な
る
。『
彙
門
目
録
』
に
は
著
録
書
籍
の
上
に
、
ま
ま
「
○
撰
録
続
入
本
」
と
い
う
注
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
該
書
が
北

蔵
・
南
蔵
と
も
に
未
入
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
全
部
で
百
四
十
二
部
あ
（
（（
（

る
。
元
禄
版
の
書
名
上
に
注
記
さ
れ
る
の
は
、
す
べ
て
南

北
両
蔵
、
或
い
は
南
蔵
か
北
蔵
ど
ち
ら
か
の
千
字
文
で
あ
（
（（
（
り
、『
彙
門
目
録
』
中
で
「
○
撰
録
続
入
本
」
と
注
記
さ
れ
た
未
入
蔵
経
典
は
、
一
部

も
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
『
義
門
』
等
三
書
中
、
最
も
遅
く
に
編
ま
れ
た
『
標
目
』
に
は
、『
義
門
』・『
彙
門
目
録
』
に
著
録
さ
れ
な
い
書
籍
が

新
た
に
十
二
部
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
や
は
り
北
蔵
・
南
蔵
未
入
蔵
経
典
で
あ
り
、
元
禄
版
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
元
禄

版
に
見
ら
れ
る
著
録
書
籍
の
減
少
は
す
べ
て
こ
れ
ら
未
入
蔵
経
典
、
計
百
五
十
四
部
に
対
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
禄
版
の

底
本
作
成
者
が
『
彙
門
目
録
』
を
参
照
し
て
南
北
両
蔵
の
千
字
文
を
書
き
写
す
か
た
わ
ら
、
両
蔵
未
入
蔵
の
経
典
を
意
図
的
に
削
除
し
て
い
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
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底
本
作
成
者
が
、
な
ぜ
南
蔵
・
北
蔵
に
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
経
典
を
削
除
し
た
の
か
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
敢
え
て
推
測
す
る
な
ら

ば
、
こ
の
人
物
が
『
標
目
』
に
期
待
し
た
役
割
・
機
能
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
元
禄
版
に
見
え
る
大
蔵
経
名
は
、
北
蔵
・
南
蔵
の
二
種
の
み
で
あ

り
、
著
者
寂
暁
と
ゆ
か
り
の
あ
る
嘉
興
蔵
の
名
は
見
え
な
い
。
し
か
し
以
下
に
述
べ
る
理
由
か
ら
、
底
本
作
成
者
は
、
こ
れ
を
嘉
興
蔵
の
解
題
目

録
と
し
て
使
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
近
代
以
前
に
お
い
て
、
日
本
人
が
「
北
蔵
」
と
言
う
場
合
、
嘉
興
蔵
の
こ
と
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
①
北
蔵
は
印
造
が
稀
で
あ
り
、
日
本
に
伝
入
し
た
形
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
の
日
本
人
は
本
物
の
北
蔵
を
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
こ
と
、
②
嘉
興
蔵
の
正
蔵
部
分
は
北
蔵
の
目
録
『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
に
依
拠
し
て
い
た
た
め
、
千
字
文
が
共
通
し
て
い
た
こ
と
、
こ

の
二
点
が
、

　
　
　

北
蔵
の
目
録
＝
嘉
興
蔵
の
目
録
→
北
蔵
＝
嘉
興
蔵

と
い
っ
た
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
当
時
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
北
蔵
・
南
蔵
の
千
字
文
の
附
記
さ
れ
た
こ
の

テ
キ
ス
ト
は
、
も
と
も
と
嘉
興
蔵
の
解
題
目
録
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
本
目
は
、
嘉
興
蔵
の
目
録
と
し

て
使
う
に
は
、
書
籍
の
著
録
順
序
が
嘉
興
蔵
と
あ
ま
り
に
異
な
る
上
に
、
嘉
興
蔵
と
は
関
係
の
な
い
大
蔵
経
未
入
蔵
経
典
（「
○
撰
録
続
入
本
」・

『
標
目
』
追
加
分
）
が
数
多
く
混
じ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
大
蔵
経
未
入
蔵
経
典
を
削
除
し
て
、
嘉
興
蔵
収
録
経
典
を
探
し
や
す
く
し
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

寂
暁
の
編
ん
だ
『
義
門
』
等
三
書
の
長
所
は
、
こ
れ
ら
未
入
蔵
経
典
を
新
た
に
分
類
・
著
録
し
た
点
に
こ
そ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
経

典
は
皇
帝
の
敕
許
を
必
要
と
す
る
「
入
蔵
」
手
続
き
を
経
て
著
録
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
未
入
蔵
経
典
を
、
何
の
値

打
ち
も
な
い
も
の
と
み
な
し
た
人
々
が
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
元
禄
版
の
底
本
も
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
人
物
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
元
禄
版
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
元
禄
版
に
は
、
そ
の
底
本
の
作
成
段
階
で
生
じ
た
も
の
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か
、
元
禄
版
刊
行
時
に
生
じ
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
誤
字
や
脱
字
が
案
外
多
い
。
誤
字
に
は
字
形
の
似
た
文
字
に
誤
る
場
合
が
あ
る
ほ

か
、
日
本
漢
字
音
の
同
音
字
に
誤
る
場
合
が
か
な
り
あ
る
。
元
禄
版
は
唯
一
の
和
刻
本
で
あ
り
、
南
北
両
蔵
の
千
字
文
を
附
記
す
る
な
ど
、
少
な

か
ら
ぬ
長
所
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
誤
脱
の
多
さ
故
に
、
利
用
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

三　

近
代
以
降―

卍
続
蔵
目
録
三
種
著
録
本

　

卍
続
蔵
と
は
、
京
都
の
蔵
経
書
院
が
明
治
三
十
五
年
か
ら
三
十
八
年
（
一
九
〇
二
～
一
九
〇
五
）
に
か
け
て
排
印
刊
行
し
た
『
大
日
本
校
訂
大

蔵
経
』、
所
謂
卍
蔵
の
続
蔵
と
し
て
、
前
田
慧
雲
・
中
野
達
慧
等
が
明
治
三
十
八
年
か
ら
大
正
元
年
（
一
九
〇
五
～
一
九
一
二
）
に
か
け
て
蔵
経

書
院
か
ら
排
印
刊
行
し
た
大
蔵
経
で
あ
り
、
日
本
・
中
国
の
古
寺
名
刹
や
旧
家
書
肆
か
ら
収
集
さ
れ
た
卍
蔵
未
収
の
イ
ン
ド
・
中
国
撰
述
の
著
作

を
収
録
し
た
も
の
で
あ
（
（（
（
る
。
こ
の
卍
続
蔵
に
は
三
種
の
収
録
経
典
目
録
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
種
は
卍
続
蔵
刊
行
前
に
公
刊
さ
れ
た
発
刊
予
定
目

録
で
あ
り
、
も
う
一
種
は
刊
行
後
に
公
刊
さ
れ
た
総
目
録
で
あ
る
。

　

二
種
の
発
刊
予
定
目
録
と
は
、
一
つ
は
明
治
三
十
七
年
一
月
発
刊
の
『
大
蔵
経
報
』
臨
時
増
刊
第
二
十
五
号
に
収
載
さ
れ
た
も
の
で
（
以
下

「
第
一
次
」
又
は
「
第
一
次
発
刊
予
定
目
録
」）、
も
う
一
つ
は
明
治
三
十
七
年
十
一
月
発
刊
の
同
臨
時
増
刊
第
三
十
五
号
に
収
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
（
以
下
「
第
二
次
」
又
は
「
第
二
次
発
刊
予
定
目
録
」）。
扉
葉
に
「
蔵
経
書
院
第
二
回
予
約
出
版
／
大
日
本
続
蔵
経
第
一
輯
」
と
あ
り
、
ま

た
巻
末
に
「
大
日
本
続
蔵
経
を
印
刷
弘
通
す
る
募
縁
の
疏
」
を
附
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
種
の
目
録
は
卍
続
蔵
第
一
輯
の
発
刊
に
当
た
っ
て
購
入

者
・
出
資
者
を
募
る
た
め
に
公
刊
さ
れ
た
発
刊
予
定
目
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
目
の
編
輯
は
嶋
田
蕃
根
・
前
田
慧
雲
が
担
当
し
、
校
閲
は

南
條
文
雄
が
担
当
し
（
（（
（

た
。
第
一
輯
と
あ
る
の
は
、
印
度
・
支
那
撰
述
部
を
第
一
輯
と
し
、
日
本
撰
述
部
を
第
二
輯
と
す
る
計
画
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
巻
頭
書
名
は
「
大
日
本
続
蔵
経
第
一
輯
案
」
に
作
り
、「
大
日
本
続
蔵
経
第
一
輯
例
言
」
と
題
す
る
凡
例
が
あ
（
（（
（
る
。

　

第
一
次
と
第
二
次
と
で
異
な
る
の
は
、
分
類
項
目
・
著
録
書
籍
が
追
加
さ
れ
、
著
録
内
容
に
変
更
・
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
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ず
分
類
項
目
か
ら
見
る
と
、
第
一
次
で
は
、
印
度
撰
述
部
に
経
部
・
律
部
・
密
軌
部
の
三
部
を
立
て
、
支
那
撰
述
部
に
大
小
乗
釈
経
部
・
大
小
乗

釈
論
部
、
華
厳
宗
・
天
台
宗
・
真
言
宗
・
法
相
宗
・
三
論
宗
・
律
・
浄
土
・
禅
宗
の
各
著
述
部
、
礼
懺
部
・
史
伝
部
・
雑
著
部
・
音
義
部
・
法
数

部
・
目
録
部
の
十
六
部
を
立
て
る
の
に
対
し
、
第
二
次
で
は
印
度
撰
述
部
の
律
部
の
後
に
論
集
部
を
加
え
、
支
那
撰
述
部
の
大
小
乗
釈
経
部
の
後

に
大
小
乗
釈
律
部
を
加
え
、
最
後
に
追
補
と
し
て
三
十
一
部
の
著
作
を
加
え
て
い
る
。
次
に
著
録
部
数
は
、
第
一
次
で
は
九
百
八
十
九
部
で
あ
る

の
に
対
し
、
第
二
次
で
は
千
三
百
九
十
一
部
で
あ
り
、
四
百
二
部
増
え
て
い
（
（（
（
る
。

　

著
録
項
目
は
、
第
一
次
・
第
二
次
と
も
に
、
現
存
版
本
（「
刊
」・「
写
」・「
唐
本
」・「
画
一
」・「
又
続
」・「
活
刷
」
等
）、
書
名
、
巻
数
、
訳
著

者
の
朝
代
、
訳
著
者
名
の
五
項
目
で
あ
る
。
項
目
の
立
て
方
、
特
に
現
存
版
本
欄
の
記
述
に
は
鳳
潭
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
の
影
響
が
色
濃
く
現

れ
て
い
る
か
ら
、
収
録
経
典
の
選
定
に
当
た
っ
て
も
、
こ
れ
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
寂
暁
の
著
作
は
、
第
一
次
発
刊
予
定
目
録
で
は
雑
著
部
に
、

　
　
　

第
八
九
二　

刊　

釈
教
彙
門
標
目　

二
巻

　
　
　

第
八
九
九　

画
一　

法
蔵
司
南　

四
十
一
巻　

寂
暁

と
著
録
さ
れ
、
第
二
次
で
は
や
は
り
雑
著
部
に
、

　
　
　

第
一
二
六
一　

刊　

大
明
釈
教
彙
門
標
目　

四
巻　

東
呉　

寂
暁
撰

　
　
　

第
一
二
六
八　

刊　

法
蔵
司
南　

四
十
一
巻　

寂
暁
述

と
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
標
目
』
の
書
名
は
、「
大
明
釈
教
彙
門
標
目
」
に
作
る
べ
き
と
こ
ろ
、
第
一
次
で
は
「
大
明
」
を
冠
し
て
お
ら
ず
、
第
二
次
で
は
こ
れ
を
冠
し

て
「
大
明
釈
教
彙
門
標
目
」
に
作
る
。
巻
数
は
本
来
四
巻
で
あ
る
が
、
第
一
次
で
は
二
巻
に
作
り
、
第
二
次
で
は
四
巻
に
改
め
て
い
る
。
著
者
名

は
「
明
寂
暁
」
に
作
る
べ
き
と
こ
ろ
、
第
一
次
は
空
欄
と
な
っ
て
い
て
、
第
二
次
で
は
「
東
呉
寂
暁
」
に
作
る
。『
義
門
』
の
書
名
は
、
巻
頭
書

名
「
大
明
釈
教
彙
目
義
門
」
を
正
式
名
称
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
第
一
次
・
第
二
次
と
も
に
別
称
の
「
法
蔵
司
南
」
に
作
り
、
寂
暁
の
朝
代
を
記
し
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て
い
な
い
。
ま
た
現
存
版
本
は
当
時
周
従
竜
の
刊
行
し
た
万
暦
版
し
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
第
一
次
で
は
「
画
一
」
に
作
り
、
第
二
次
で

は
「
刊
」
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
『
標
目
』
は
『
義
門
』
の
簡
明
目
録
で
あ
る
か
ら
、
両
書
は
続
け
て
著
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
第
一

次
・
第
二
次
と
も
に
、
両
書
の
間
に
、
寂
暁
と
は
関
係
の
な
い
著
作
が
六
部
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
寂
暁
の
著
作
の
う
ち
『
彙
門
目
録
』
は

著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
卍
続
蔵
の
目
録
編
輯
者
が
何
に
も
と
づ
い
て
こ
の
両
書
を
著
録
し
た
の
か
、
上
記
の
よ
う
な
著
録
状
況
の
変
化
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
を

考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
『
標
目
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
次
の
著
録
状
況
か
ら
は
、
目
録
編
輯
者
が
い
ま
だ
そ
の
中
身
を
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
書
名
か
ら
冠
称
の
朝
代
が
削
ら
れ
る
の
は
、
表
紙
・
題
簽
・
書
根
等
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
目
録
作
成
に
不
慣
れ
な
人
は
こ
れ
ら

を
書
名
と
し
て
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
間
々
あ
る
。
同
様
に
、
二
冊
本
を
見
て
、
二
巻
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
著
者
名
が
な
い
の

も
、
表
紙
等
に
寂
暁
の
名
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
空
欄
と
し
た
と
考
え
得
る
。
お
そ
ら
く
卍
続
蔵
の
目
録
編
輯
者
は
、
目
録
作
成
に
不
慣
れ
人

物
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
書
誌
情
報
に
も
と
づ
い
て
、
現
物
を
見
る
こ
と
な
く
『
標
目
』
を
著
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
で

著
録
内
容
が
変
更
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
第
二
次
で
は
書
名
・
巻
数
と
も
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
改
め
ら
れ
、
著
者
名
も
加
え
ら
れ

て
い
る
。
特
に
著
者
名
「
東
呉
寂
暁
」
は
、『
標
目
』
の
各
巻
巻
頭
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
卍
続
蔵
の
目
録
編
輯
者
が
『
標
目
』
の
現
物
を

見
て
、
書
誌
情
報
を
修
正
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
東
呉
は
、
寂
暁
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
蘇
州
の
別
称
で
あ
る
。

　

目
録
編
輯
者
が
見
た
『
標
目
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、「
現
存
版
本
」
欄
に
「
刊
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
版
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
当
時
既
刊
の
『
標
目
』
の
木
版
本
は
万
暦
版
と
元
禄
版
の
み
で
あ
り
、
万
暦
版
は
竹
紙
の
一
冊
本
で
あ
り
、
元
禄
版
は
和
紙
の
二
冊
本
で
あ

る
。
第
一
次
で
は
巻
数
を
二
巻
と
誤
る
が
、
こ
れ
が
二
冊
本
を
二
巻
に
誤
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
元
禄
版
に
よ
っ
て
著
録
し
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
『
義
門
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
次
・
第
二
次
の
著
録
状
況
か
ら
、
目
録
編
輯
者
は
そ
の
現
物
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
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る
。「
法
蔵
司
南
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
、『
義
門
』
の
別
称
で
あ
る
。
し
か
し
第
一
次
・
第
二
次
を
通
じ
て
、
こ
の
別
称
の
み
を
記
し
て
、
正
式

名
称
は
注
記
す
ら
し
て
い
な
い
。
当
時
既
刊
の
『
義
門
』
は
万
暦
版
し
か
な
い
が
、
そ
の
巻
頭
書
名
は
「
大
明
釈
教
彙
目
義
門
」
で
あ
る
。
第
二

次
の
第
一
二
四
六
に
著
録
さ
れ
る
『
続
釈
氏
稽
古
略
』
を
見
る
と
、
そ
の
題
下
に
「
内
題
、
釈
鑑
稽
古
略
続
集
」
の
よ
う
に
、
巻
頭
書
名
が
注
記

さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
『
義
門
』
に
つ
い
て
も
現
物
を
見
て
著
録
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
題
下
に
内
題
と
し
て
「
大
明
釈
教
彙
目
義
門
」
と
注
記
し

え
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
目
録
編
輯
者
が
現
物
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
（
（（
（
る
。

　
『
義
門
』
の
現
存
版
本
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
は
「
画
一
」
と
し
、
第
二
次
は
「
刊
」
に
改
め
て
い
る
。
第
一
次
の
著
録
内
容
は
、『
扶
桑
続
入

総
目
録
』
と
完
全
に
一
致
す
る
上
に
、
先
述
の
よ
う
に
、
発
刊
予
定
目
録
の
構
成
自
体
、『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
可
能

性
が
高
い
。
以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
目
録
編
輯
者
は
当
初
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
に
も
と
づ
い
て
『
法
蔵
司
南
』
を
著
録
し
た
と
見
て
よ
か
ろ

う
。
第
二
次
が
現
存
版
本
を
「
画
一
」
か
ら
「
刊
」
に
改
め
た
の
は
、『
法
蔵
司
南
』
が
嘉
興
蔵
の
目
録
で
あ
る
『
蔵
版
経
直
画
一
目
録
』
に
著

録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
嘉
興
蔵
本
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
『
標
目
』・『
法
蔵
司
南
』
と
も
寂
暁
の
生
き
た
朝
代
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
発
刊
予
定
目
録
で
は
、
第
一
次
・
第
二
次
と
も
に
、
ほ
と

ん
ど
の
著
作
に
著
者
の
朝
代
が
記
さ
れ
て
お
り
、
空
欄
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
朝
代
不
明
の
場
合
で
あ
る
。
よ
っ
て
目
録
編
輯
者
は
寂
暁
が
明
人

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
第
二
次
で
は
『
標
目
』
の
書
名
に
「
大
明
」
と
冠
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
明
人
と
気
づ
い

て
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
或
い
は
第
二
次
発
行
時
点
で
訂
正
し
そ
こ
な
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
第
一
次
・
第
二
次
と
も
に
、『
標
目
』
と
『
義
門
』
の
間
に
六
部
も
関
係
の
な
い
著
作
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
目

録
編
輯
者
は
『
標
目
』
が
『
義
門
』
の
簡
明
目
録
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
な
ぜ
気
づ
か
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、

元
禄
版
の
出
版
発
起
人
亮
潤
は
、『
標
目
』
し
か
見
た
こ
と
が
な
く
、『
義
門
』
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
の
と
同
様
、
卍
続
蔵
の
目
録
編
輯
者

も
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
に
も
と
づ
い
て
『
法
蔵
司
南
』
を
著
録
し
た
も
の
の
、『
義
門
』
の
現
物
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
『
標

目
』
に
関
し
て
は
亮
潤
と
同
レ
ベ
ル
の
知
識
し
か
な
く
、
同
一
著
者
の
著
作
と
は
知
り
な
が
ら
、『
義
門
』
と
『
標
目
』
と
に
内
容
的
な
関
連
性
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が
あ
る
こ
と
を
知
る
手
だ
て
が
な
か
っ
た
の
で
あ
（
（（
（
る
。

　

発
刊
予
定
目
録
か
ら
は
以
上
の
よ
う
な
収
録
を
め
ぐ
る
状
況
と
そ
の
変
化
が
見
て
取
れ
る
が
、
も
う
一
種
の
卍
続
蔵
刊
行
後
の
目
録
か
ら
は
こ

の
状
況
に
更
な
る
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

　
『
大
日
本
続
蔵
経
目
録
』
二
巻
（
上
下
各
二
巻
）。
大
正
元
年
、
卍
続
蔵
出
版
竣
功
を
承
け
て
排
印
刊
行
さ
れ
た
目
録
で
あ
（
（（
（
る
。
巻
頭
に
は
蔵
経

書
院
会
長
前
田
慧
雲
原
編
、
中
野
達
慧
増
訂
輯
梓
と
あ
る
が
、
前
田
慧
雲
等
が
編
輯
し
た
発
刊
予
定
目
録
を
も
と
に
、
中
野
達
慧
が
実
際
の
収
録

状
況
に
合
わ
せ
て
輯
訂
し
た
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

　

本
目
中
、『
標
目
』・『
義
門
』
は
目
録
本
文
に
は
著
録
さ
れ
ず
、
巻
首
の
「
大
蔵
諸
本
一
覧
」
中
に
著
録
さ
れ
る
。「
大
蔵
諸
本
一
覧
」
は

中
国
・
日
本
の
歴
代
経
録
を
そ
の
存
佚
に
か
か
わ
ら
ず
列
記
し
た
も
の
で
、
著
録
項
目
は
「
書
目
」・「
巻
数
」・「
存
欠
」・「
撰
集
者
」・「
時

代
」・「
西
暦
」・「
部
門
」・「
函
帙
数
」・「
部
数
」・「
巻
数
」・「
備
考
」
の
十
一
項
目
か
ら
な
る
。『
標
目
』・『
義
門
』
は
「
中
国
」
の
経
録
の

四
十
四
・
四
十
五
番
目
に
次
の
よ
う
に
著
録
さ
れ
る
。

　

発
刊
予
定
目
録
と
比
べ
て
変
化
し
た
の
は
、
別
称
の
「
法
蔵
司
南
」
を
傍
注
に
移
し
、「
大
明
釈
教
彙
目
義
門
」
を
書
名
と
し
て
採
っ
た
点

と
、
両
書
を
並
べ
て
著
録
し
、
寂
暁
の
朝
代
を
「
明
」
と
明
記
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
発
刊
予
定
目
録
編
輯
時
か
ら
『
大
日
本

続
蔵
経
目
録
』
刊
行
に
至
る
ま
で
に
、『
義
門
』・『
標
目
』
に
対
し
て
、
よ
り
正
確
な
知
識
を
得
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
現

物
を
見
て
い
れ
ば
記
入
で
き
た
は
ず
の
『
義
門
』
の
「
部
門
」・「
函
帙
数
」・「
部
数
」・「
巻
数
」
各
欄
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
い
ま
だ
万
暦

版
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
で
は
、
目
録
編
輯
者
は
現
物
を
見
な
い
ま
ま
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
ど
の
よ
う
に
し
て

得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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卍
続
蔵
出
版
に
お
い
て
底
本
の
収
集
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
に
、
金
陵
刻
経
処
の
創
設
者
と
し
て
著
名
な
楊
文
会
が
い
る
。
楊
文

会
は
卍
続
蔵
刊
行
開
始
を
遡
る
こ
と
約
四
十
年
、
同
治
五
年
（
一
八
六
六
）
に
仏
典
刊
行
事
業
を
志
し
て
金
陵
刻
経
処
を
創
設
し
、
嶋
田
蕃
根
・

前
田
慧
雲
・
南
條
文
雄
等
の
協
力
を
得
て
中
国
失
伝
仏
典
の
収
集
・
出
版
に
尽
力
し
、
そ
の
後
、
嶋
田
蕃
根
等
が
卍
続
蔵
の
刊
行
を
計
画
す
る

や
、
底
本
の
提
供
等
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
現
在
伝
わ
る
南
條
文
雄
等
日
本
側
と
楊
文
会
の
往
復
書
簡
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
『
義
門
』

を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
（
（（
（
る
。
詳
し
く
は
別
稿
で
論
じ
る
が
、
楊
文
会
は
蔵
経
書
院
・
南
條
文
雄
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
第
二
次
発

刊
予
定
目
録
に
著
録
さ
れ
る
『
法
蔵
司
南
』
が
『
義
門
』
の
別
名
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
、
確
認
の
た
め
揚
州
万
寿
寺
所
蔵
の
万
暦
版
『
義

門
』
の
本
文
を
挙
げ
、
卍
続
蔵
出
版
の
た
め
代
わ
っ
て
借
り
出
す
準
備
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
蔵
経
書
院
は
、『
義
門
』

の
借
り
出
し
を
依
頼
す
る
返
信
を
送
っ
て
い
る
か
ら
、
楊
文
会
の
書
簡
を
読
ん
で
『
法
蔵
司
南
』
が
『
義
門
』
で
あ
ろ
う
と
の
確
信
を
得
て
い
た

と
見
て
よ
（
（（
（
い
。
以
上
の
点
か
ら
、
卍
続
蔵
の
目
録
編
輯
者
が
万
暦
版
を
見
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
先
の
知
識
を
得
ら
れ
た
の
は
、
楊
文
会
の
協
力

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
卍
続
蔵
の
目
録
編
輯
者
は
、
刊
行
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
楊
文
会
の
協
力
に
よ
っ
て
万
暦
版
『
義
門
』・『
彙
門
目
録
』・

『
標
目
』
の
存
在
を
知
る
に
至
り
、
万
暦
版
『
義
門
』
を
卍
続
蔵
に
収
録
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
『
大
日
本
続
蔵
経
目

録
』
の
目
録
本
文
に
『
義
門
』
等
三
書
が
著
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
つ
い
に
こ
れ
ら
寂
暁
の
著
作
が
卍
続
蔵
に
収
録
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
手
元
に
あ
る
元
禄
版
『
標
目
』
を
収
録
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た

理
由
は
、
楊
文
会
を
介
し
て
万
暦
版
の
入
手
を
待
つ
う
ち
に
、
卍
続
蔵
の
刊
行
が
、
第
一
輯
の
寺
志
・
雑
著
・
音
義
・
法
数
・
目
録
各
部
と
、
第

二
輯
日
本
撰
述
部
を
残
し
て
、
道
半
ば
に
し
て
終
了
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
（
（（
（
る
。
結
局
、
日
本
で
は
、
元
禄
版
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

『
義
門
』
等
三
書
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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五　

お
わ
り
に

　
『
義
門
』
等
三
書
は
成
書
後
ま
も
な
く
万
暦
版
が
開
版
さ
れ
た
。
や
が
て
日
本
に
も
伝
入
し
、
元
禄
宝
永
間
に
鳳
潭
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
に

「
法
蔵
司
南
」
の
名
で
『
義
門
』
四
十
一
巻
が
著
録
さ
れ
る
一
方
、
元
禄
十
四
年
に
は
『
標
目
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
元
禄
版
は
、
天
台
宗
の

学
僧
亮
潤
が
、
比
叡
山
の
古
蔵
で
み
ず
か
ら
発
見
し
た
テ
キ
ス
ト
を
底
本
に
、
京
都
の
書
肆
佐
野
彦
三
郎
に
刊
行
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
底

本
は
、
万
暦
版
に
対
し
て
か
な
り
多
く
の
改
編
が
加
わ
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、『
彙
門
目
録
』
か
ら
南

蔵
・
北
蔵
の
千
字
文
を
書
き
写
し
、『
標
目
』
に
『
彙
門
目
録
』
の
南
北
両
蔵
対
照
目
録
の
機
能
を
附
加
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
底
本
作
成
者

の
功
績
と
言
え
る
。
そ
の
反
面
、
万
暦
版
に
見
ら
れ
る
序
跋
が
な
く
、
誤
字
・
脱
字
が
多
い
上
に
、
南
蔵
・
北
蔵
未
入
蔵
の
仏
典
百
五
十
四
部
が

妄
り
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
功
績
を
半
減
さ
せ
る
欠
点
と
い
え
る
。

　

元
禄
版
が
あ
ま
り
よ
い
テ
キ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
寛
文
天
和
間
に
刊
行
さ
れ
た
北
蔵
の
目
録
『
大
明
三

蔵
聖
教
目
録
』
四
巻
の
人
気
に
押
さ
れ
、
元
禄
版
は
さ
ほ
ど
流
布
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
に
は
、
黄
檗
宗
宝
蔵
院

刊
行
の
も
の
と
、
坊
刻
の
二
種
の
版
本
が
あ
る
が
、
北
蔵
目
録
を
軸
に
南
蔵
の
千
字
文
を
注
記
す
る
形
を
取
り
、
坊
刻
本
は
さ
ら
に
天
海
版
の
千

字
文
も
注
記
す
（
（（
（
る
。

　

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
元
禄
版
『
標
目
』
や
『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
に
北
蔵
・
南
蔵
の
千
字
文
が
注
記
さ
れ
る
と
は
い
っ
て

も
、
両
蔵
と
も
日
本
で
は
罕
見
の
大
蔵
経
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
人
々
が
こ
れ
ら
の
目
録
に
期
待
し
た
の
は
、
北
蔵
や
南
蔵
の

目
録
と
し
て
の
機
能
で
は
な
く
、
北
蔵
の
千
字
文
を
踏
襲
し
た
嘉
興
蔵
、
及
び
嘉
興
蔵
の
覆
刻
本
で
あ
る
黄
檗
蔵
の
目
録
と
し
て
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
元
禄
版
『
標
目
』
は
、
寂
暁
独
自
の
分
類
法
に
従
っ
て
い
る
た
め
、
北
蔵
の
千
字
文
を
記
す
も
の
の
、
そ
の
著
録
順
は
北
蔵
に

従
っ
て
お
ら
ず
、
せ
っ
か
く
簡
明
な
解
題
が
つ
い
て
い
て
も
、
そ
れ
が
ど
こ
に
著
録
さ
れ
て
い
る
か
、
北
蔵
系
統
の
千
字
文
で
探
し
出
す
こ
と
が
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容
易
で
な
い
。
こ
れ
が
当
時
の
利
用
者
に
と
っ
て
大
き
な
不
満
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
寂
暁

の
落
ち
度
で
は
な
い
。
寂
暁
は
も
と
も
と
従
来
の
大
蔵
経
の
分
類
の
不
備
を
正
す
た
め
に
、『
義
門
』
等
三
書
を
編
纂
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

依
拠
し
た
大
蔵
経
が
つ
い
に
作
ら
れ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
蔵
経
目
録
と
し
て
は
非
実
用
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
時
代
は
さ
ら
に
降
り
、
明
治
三
十
七
年
に
卍
続
蔵
の
刊
行
が
計
画
さ
れ
る
や
、
そ
の
発
刊
予
定
目
録
に
、『
扶
桑
続
入
総
目
録
』・
元
禄

版
『
標
目
』
に
も
と
づ
い
て
『
法
蔵
司
南
』
と
『
標
目
』
が
著
録
さ
れ
た
。
し
か
し
目
録
編
輯
者
は
当
初
『
法
蔵
司
南
』
が
『
義
門
』
の
別
称
で

あ
る
こ
と
や
、『
法
蔵
司
南
』
と
『
標
目
』
の
関
係
に
す
ら
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
楊
文
会
の
協
力
を
得
て
万
暦
版
三

書
の
入
手
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
知
識
を
得
て
い
っ
た
が
、
入
手
に
至
る
前
に
卍
続
蔵
刊
行
事
業
が
道
半
ば
に
し
て
終
了
し

て
し
ま
っ
た
た
め
、
つ
い
に
卍
続
蔵
に
収
録
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
楊
文
会
を
介
し
て
得
た
知
識
が
、
か
ろ
う
じ
て
『
大
日
本

続
蔵
経
目
録
』
巻
首
「
大
蔵
諸
本
一
覧
」
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
に
と
ど
ま
り
、『
義
門
』・『
標
目
』
及
び
『
彙
門
目
録
』
は
、
つ
い
に
罕
見
の
書

物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

民
国
初
の
著
名
な
目
録
学
者
、
姚
名
達
は
そ
の
著
『
中
国
目
録
学
史
』
中
、「
宗
教
目
録
篇
」「
中
国
歴
代
仏
教
目
録
所
知
表
」
に
『
義
門
』
と

『
標
目
』
を
著
録
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
著
録
内
容
は
、『
大
日
本
続
蔵
経
目
録
』「
大
蔵
諸
本
一
覧
」
の
記
載
に
、
わ
ず
か
に
典
拠
と
し
て
『
閲

蔵
知
津
』
を
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
姚
名
達
も
分
類
や
収
録
経
典
の
総
部
巻
数
を
空
欄
に
し
て
い
る
の
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
現
物
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
（
（（
（
う
。
こ
の
こ
と
は
『
義
門
』
等
三
書
の
流
伝
の
少
な
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
義
門
』
等
三
書
は
な
が
ら
く
罕
見
の
書
物
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
二
〇
〇
〇
年
、
北
京
出
版
社
刊
行
の
『
四
庫
未

収
書
輯
刊
』
第
三
輯
に
万
暦
版
三
書
が
景
印
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
二
月
に
は
、
万
暦
版
の
現
物
が
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
に
よ

っ
て
購
入
・
収
蔵
さ
れ
、
日
本
で
も
比
較
的
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。
な
お
所
蔵
調
査
・
文
献
複
写

に
当
た
っ
て
は
、
龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
大
谷
大
学
図
書
館
に
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。
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注（
１
）　

隋
の
天
台
智
顗
が
説
い
た
法
華
経
を
最
勝
の
教
え
と
す
る
教
相
判
釈
の
こ
と
。「
五
時
」
と
は
釈
尊
一
代
の
説
法
を
華
厳
時
・
鹿
苑
時
又
は
阿
含
時
・
方
等
時
・

般
若
時
・
法
華
涅
槃
時
に
分
け
た
も
の
。

（
２
）　

万
暦
版
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
大
明
釈
教
彙
目
義
門
』
の
成
書
と
万
暦
版
の
出
版
」（『
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
第
37
集
、

二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
参
照
。

（
３
）　

鳳
潭
に
つ
い
て
は
、
結
城
令
聞
「
華
厳
鳳
潭
の
研
究―

特
に
起
信
論
幻
虎
録
を
中
心
と
し
て―

」（『
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
干
潟
博
士
古
稀
記
念
会
、

一
九
六
四
年
六
月
）、
神
田
喜
一
郎
『
墨
林
間
話
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
十
月
）「
鳳
潭
・
闇
斎
・
徂
徠
」・「
鳳
潭
余
話
」、『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（
法
蔵

館
、
一
九
九
二
年
一
月
）
七
一
七
頁
を
参
照
。

（
４
）　

請
求
番
号
は
「
蔵
／
21
／
フ―

１
」。
ネ
ガ
の
よ
う
に
白
黒
反
転
し
た
状
態
の
も
の
で
、
高
橋
正
隆
「
鳳
潭
の
『
扶
桑
続
入
総
目
録
』
に
つ
い
て
」（『
大
谷
学

報
』
第
六
十
巻
第
四
号
、
一
九
八
一
年
一
月
）
は
、
こ
れ
を
「
青
写
真
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
原
本
が
現
在
ど
こ
に
あ
る
か
は
未
詳
。

（
５
）　

龍
谷
大
学
所
蔵
本
は
「
源
」
を
「
深
」
に
作
る
。

（
６
）　
『
新
撰
東
京
名
所
図
絵
』
第
十
二
編
墨
田
堤
之
部
上
（『
臨
時
増
刊
風
俗
画
報
』
第
百
六
十
一
号
、
東
陽
堂
、
一
八
九
八
年
三
月
）
に
「
隅
田
川
の
名
称
に
用
ゐ

し
文
字
」
と
し
て
「
…
以
下
は
文
人
詩
客
の
私
用
せ
る
文
字
な
り
。
○
隅
川
、
徂
徠
復
爽
鳩
子
方
書
」
と
あ
る
。

（
７
）　

駒
沢
大
学
図
書
館
所
蔵
の
享
保
九
年
刊
『
尸
羅
敲
髄
章
』
に
は
、
巻
首
に
「
日
本
東
都
隅
川
福
寿
禅
院
住
持
甘
露
英
泉
撰
」
と
あ
り
、
刊
記
に
「
享
保
九
〈
甲

／
辰
〉
年
中
秋
望
日
／
東
武
墨
洲
流
芳
堂
蔵
板
」
と
あ
る
。「
墨
洲
」
は
隅
田
川
の
別
称
。『
尸
羅
敲
髄
章
』
に
つ
い
て
は
、
西
尾
善
英
「
甘
露
英
泉
の
禅
戒
論
」

（『
東
海
仏
教
』
第
二
十
八
輯
、
一
九
八
三
年
七
月
）
を
参
照
。

（
８
）　

な
お
蔵
経
書
院
本
に
は
識
語
の
後
に
「
依
■
瀧
本
」
と
あ
る
。「
■
」
は
判
読
不
能
文
字
（
以
下
同
）。
こ
れ
が
「
■
瀧
本
」
に
依
っ
て
書
写
し
た
の
意
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
蔵
経
書
院
本
も
英
泉
の
自
筆
で
は
な
い
公
算
が
高
い
。

（
９
）　

結
城
氏
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
10
）　

龍
谷
大
学
所
蔵
本
同
じ
。

（
11
）　

椎
名
宏
雄
『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
三
年
八
月
）
三
一
四
～
五
頁
を
参
照
。

（
12
）　

前
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
13
）　

前
掲
拙
稿
を
参
照
。
な
お
嘉
興
蔵
の
名
は
、
こ
の
大
蔵
経
の
装
訂
販
売
が
嘉
興
府
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
14
）　
『
大
谷
大
学
図
書
館
和
漢
書
分
類
目
録
』（
大
谷
大
学
図
書
館
、
一
九
二
五
年
五
月
）
第
一
門
仏
教
通
記
・
一
総
記
雑
記
・
イ
目
録
○
蔵
経
目
録
に
「
大
明
釈
教

彙
門
標
目
四
巻　

寂
暁　

元
禄
一
四(

刊)　

余
大
五
六
七
」
と
著
録
さ
れ
る
（
一
頁
を
参
照
）。

（
15
）　

刊
記
「
行
」
字
下
に
「
■
／
珍
」
と
あ
る
が
、
現
物
未
見
の
た
め
刷
印
か
押
印
か
は
不
明
。

（
16
）　
『
獅
谷
法
然
院
所
蔵
麗
蔵
対
校
黄
檗
版
大
蔵
経
並
新
続
入
蔵
経
目
録
』（
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）「
新
続
入
蔵
経
」
に
「
大
明
釈

教
彙
門
標
目
四
巻　

釈
寂
暁
撰　

元
禄
十
四
刊　

佐
野
彦
三
郎
版
行　

貞
節
軒
蔵
版　

亮
潤
叙
」
と
あ
る
（
六
五
七
頁
）。
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（
17
）　
『
西
塔
堂
舎
並
各
坊
世
譜
』（『
天
台
宗
全
書
』
第
二
十
四
巻
、
天
台
宗
典
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
三
月
）
東
谷
・
徳
王
院
条
、『
東
叡
山
子
院
現
住
法
脈
記
』（
同

前
）
林
光
院
贈
大
僧
正
亮
運
法
脈
、『
増
訂
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』（
東
京
美
術
、
一
九
一
一
年
十
二
月
増
訂
再
版
、
一
九
一
五
年
九
月
増
訂
新
装
版
）
一
二
一
二

頁
、『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（
前
掲
）
八
三
二
頁
を
参
照
。

（
18
）『
西
塔
堂
舎
並
各
坊
世
譜
』
東
谷
・
経
庫
条
に
よ
れ
ば
、
西
塔
東
谷
の
経
庫
に
は
、
東
谷
寂
光
院
第
四
世
亮
雄
（
一
六
一
四
～
一
六
九
二
）
が
喜
捨
し
た
明
本
一

切
経
一
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
亮
潤
の
い
う
「
古
蔵
」
が
こ
の
経
庫
の
こ
と
を
指
す
の
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。

（
19
）　

鄒
潾
、
字
中
朗
、
范
陽
人
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
序
以
外
、
文
献
に
そ
の
名
を
見
な
い
。
な
お
鄒
潾
は
『
標
目
』
の
序
文
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
「
潾
素
承
発
覆
、
莫
破
専
愚
。
茲
竊
備
于
校
讐
、
遂
妄
弁
其
簡
首
。」
と
記
し
て
い
る
。「
素
よ
り
発
覆
を
承
く
る
も
、
専
愚
を
破
る
莫
し
」
と
は
、「
日
頃
か

ら
啓
蒙
を
受
け
た
が
、
か
と
い
っ
て
愚
昧
な
る
己
が
分
を
破
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、『
標
目
』（『
義
門
』
も
含
む
）
が
い
か

に
優
れ
た
著
作
で
あ
る
か
を
賛
美
し
た
後
に
続
く
一
文
で
あ
る
か
ら
、
鄒
潾
が
啓
蒙
を
受
け
た
人
物
と
は
寂
暁
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
鄒
潾
は
寂
暁
の
在
俗
の

弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
20
）　

原
文
「
解
者
、
固
可
即
約
以
該
博
、
彼
愚
者
猶
然
。
見
簡
之
為
煩
、
執
巻
興
泛
海
之
咨
、
投
函
起
面
墻
之
歎
。
師
実
憫
、
焉
能
無
慮
乎
。
于
是
更
為
撮
略
、
仍

用
科
分
、
撰
成
四
巻
、
題
曰
標
目
」。

（
21
）　

原
文
「
今
按
華
厳
阿
含
五
時
彙
編
経
目
、
即
于
題
下
提
挈
綱
宗
、
撰
彙
目
義
門
四
十
一
巻
。
目
既
彙
矣
、
而
所
集
某
経
某
論
、
南
蔵
属
某
字
函
、
北
蔵
属
某
字

函
、
若
不
顕
標
明
註
、
則
披
文
者
孰
詮
次
以
知
帰
耶
。
故
刻
彙
門
目
録
四
巻
。
然
頃
代
転
読
多
陥
広
文
、
而
伝
訳
単
重
部
分
摂
属
、
恐
学
者
猶
未
能
徧
観
而
尽
識

也
。
復
嗣
刻
彙
門
標
目
四
巻
」。

（
22
）　

大
槻
幹
郎
「
草
創
期
黄
檗
の
出
版
に
つ
い
て
」（『
黄
檗
文
華
』
第
百
十
六
、一
九
九
六
年
十
二
月
）
を
参
照
。

（
23
）　

万
暦
版
『
義
門
』「
大
明
釈
教
彙
目
義
門
釈
例
」
に
「
復
出
彙
門
目
録
四
巻
、
標
顕
本
部
某
経
某
論
、
南
蔵
某
字
函
、
北
蔵
某
字
函
、
未
入
蔵
者
、
圏
出
曰
撰

録
続
入
本
」
と
あ
る
。

（
24
）　

北
蔵
に
収
録
さ
れ
南
蔵
に
収
録
さ
れ
な
い
経
典
は
「
北
某
南
欠
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
逆
は
「
北
欠
南
某
」
と
記
さ
れ
る
。

（
25
）　

椎
名
氏
前
掲
書
三
六
五
～
六
頁
を
参
照
。

（
26
）　
「
靖
国
紀
念
続
蔵
経
発
刊
に
付
て
」（『
大
蔵
経
報
臨
時
増
刊
』
第
四
十
一
号
、
明
治
三
十
八
年
四
月
）
を
参
照
。

（
27
）　

凡
例
の
内
容
は
第
一
次
と
第
二
次
で
若
干
異
な
る
。
例
え
ば
第
一
次
で
は
禅
宗
語
録
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
条
文
が
あ
っ
た
の
に
、
第
二
次
で
は
こ
れ
が
な
く

な
っ
て
い
た
り
、
第
一
次
で
は
凡
例
の
末
に
あ
る
卍
続
蔵
第
一
輯
目
録
編
者
の
識
語
の
年
月
を
「
明
治
三
十
七
年
一
月
」
と
す
る
の
に
対
し
、
第
二
次
で
は
刊
行

年
に
合
わ
せ
て
「
十
月
」
に
作
る
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

（
28
）　

第
二
次
末
尾
の
追
補
を
加
え
る
と
、
さ
ら
に
三
十
一
部
の
増
加
と
な
る
。

（
29
）　

発
刊
予
定
目
録
の
巻
首
「
大
日
本
続
蔵
経
目
録
例
言
」
に
は
「
第
一
輯
目
録
ニ
収
入
ス
ル
所
ノ
書
ハ
。
総
ヘ
テ
余
ノ
実
際
其
本
ヲ
目
撃
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ニ
係

ル
。」
と
あ
る
が
、『
義
門
』
の
例
か
ら
、
な
か
に
は
未
見
の
書
が
含
ま
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
本
目
録
は
書
名
が
文
献
上
に
見
え
て
も
現
物
が
伝
わ
ら
な
い

著
作
を
広
く
捜
訪
す
る
目
的
で
編
ま
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
現
に
蔵
経
書
院
顧
問
等
の
依
頼
に
よ
っ
て
目
録
に
著
録
し
た
も
の
も
あ
る
ら
し
く
、
結



日本漢文学研究３

— 106 —

局
入
手
で
き
ず
に
未
刊
行
に
終
わ
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
『
大
蔵
経
報
』
第
四
十
七
号
（
明
治
三
十
八
年
十
月
）「
雑
録
」
の
楊
文
会
書
簡

の
末
尾
に
附
さ
れ
た
編
輯
者
の
言
に
「
因
云
、
第
八
項
の
釈
摩
訶
衍
論
慧
遠
疏
、
法
敏
疏
、
守
臻
の
通
賛
疏
と
も
、
本
社
顧
問
某
師
の
依
頼
に
基
き
て
目
録
に
載

せ
、
其
後
原
本
の
借
受
け
を
申
入
り
し
に
、
今
に
何
等
要
領
を
得
ず
…
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
三
書
の
う
ち
刊
行
さ
れ
た
の
は
結
局
法
敏
疏
だ
け
で
あ

っ
た
。

（
30
）　

現
在
蔵
経
書
院
の
収
集
経
典
を
所
蔵
す
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、『
義
門
』・『
彙
門
目
録
』
は
所
蔵
さ
れ
ず
、『
標
目
』
は
先
に
挙

げ
た
元
禄
版
（
請
求
記
号
「
蔵
経
本
／
21
／
タ
13
」）
を
所
蔵
す
る
の
み
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
蔵
経
書
院
が
元
禄
版
『
標
目
』
を
収
集
し
た
時
期
に
つ

い
て
は
、
第
一
次
発
刊
予
定
目
録
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
、
第
二
次
発
刊
予
定
目
録
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
第
一
次

発
行
前
に
入
手
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
著
録
内
容
は
初
め
か
ら
も
っ
と
正
確
な
も
の
に
し
え
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
蔵
経
書
院
本
の
表
紙
に
は
第
一
次

の
整
理
番
号
で
あ
る
「
八
九
二
共
二
」
と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
も
し
第
二
次
発
刊
予
定
目
録
発
行
後
に
収
集
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、「
一
二
六
一
」
と
書

き
込
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
第
二
次
発
行
以
前
に
収
集
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
31
）　

巻
首
に
は
中
野
達
慧
「
大
日
本
続
蔵
経
編
纂
印
行
縁
起
」
等
、
大
正
元
年
十
一
月
撰
述
の
序
が
あ
る
。

（
32
）　

楊
文
会
『
等
不
等
観
雑
録
』
巻
八
（『
楊
仁
山
全
集
』（
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
所
収
）、『
大
蔵
経
報
』
第
六
十
五
号
（
明
治
四
十
年
二
月
）「
編
輯

局
録
事
」
等
を
参
照
。

（
33
）　

こ
の
と
き
一
緒
に
『
標
目
』
の
借
り
出
し
依
頼
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
す
で
に
元
禄
版
が
手
元
に
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

（
34
）　

堤
玄
立
「
仏
教
書
の
分
類
に
つ
い
て
」（『
図
書
館
学
と
そ
の
周
辺―

天
野
敬
太
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集―

』
天
野
敬
太
郎
先
生
古
稀
記
念
会
、
一
九
七
一
年

六
月
）
を
参
照
。

（
35
）　

拙
稿
「『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
の
異
版
と
後
印
」（『
成
田
山
仏
教
図
書
館
報
』
復
刊
第
七
十
六
号
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）
を
参
照
。

（
36
）　
『
大
日
本
続
蔵
経
目
録
』
は
大
正
初
年
の
刊
行
な
の
に
対
し
、『
中
国
目
録
学
史
』
は
民
国
二
十
七
年
（
一
九
三
八
）
の
成
書
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
姚
名
達
は

『
大
日
本
続
蔵
経
目
録
』
を
参
考
に
し
て
、『
義
門
』
と
『
標
目
』
を
収
載
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。


